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観光交流センター整備事業について 

                                                  

 小田原市観光交流センターの令和３年度（2021 年度）のオープンに向け、指定候補者         

選定委員会設置、必要な備品等の整備を行う。 

 

１ 補正予算の概要 

（１）指定候補者選定委員会の委員報酬及び費用弁償 

（２）観光交流センター備品等整備事業費 

（内訳）                                          ４ 平面図 

観光情報盤、多言語案内板、ライブカメラ及び造作家具製作設置業務委託 

サイン等工事請負費 

初度調弁費 

 

２ 予算額 53,189 千円 

  財源 国庫支出金 6,233 千円、地方債 20,600 千円、一般財源 26,356 千円 
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早川駅前広場誘導機能強化工事請負費について 
 

 

１ 事業概要 

「漁港の駅 TOTOCO 小田原」の開業に伴い、JR 早川駅を利用する乗降客の利便性

を高めるため、景観舗装や路面サイン設置等により駅前広場を起点に周辺施設へ

の誘導機能の強化を図るとともに、小田原宿観光回遊バス「うめまる号」の乗り

入れも検討し、更なる漁港エリア周辺の回遊性を向上させる。 

 

 
 
 
２ 工事概要 

 （１）場所：早川駅前広場（早川一丁目地内） 

 （２）期間：令和２年（2020 年）９月～12 月（予定） 

 （３）内容：舗装打換え工、景観舗装工、路面サイン設置工等 

                        
 
 
 

３ 概要図 
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小田原城址公園及び総構整備事業について 

 

１ 事業概要 

  小田原城址公園及び総構をより快適で魅力あるものとするため、都市構造再編集

中支援事業費補助金及び社会資本整備総合交付金を財源に、説明板等の製作設置、

便所整備工事、電線地中化工事等の事業を実施する。 

 

２ 委託・工事等の内容 

 名  称 主な事業内容 

① 公園内説明板等製作設置業務委託 城址公園内説明板等製作設置 13 基 

② 公園内ベンチ製作設置業務委託 城址公園内ベンチ製作設置 20 基 

③ 本丸広場等便所整備工事 本丸広場トイレ新設、北口・遊園地トイレ改修 

④ 本丸広場等電線地中化工事 本丸広場、二の丸広場横園路電線地中化 L=400m 

⑤ 本丸東堀南側園路改良工事 自然色舗装工ほか L=100m 

⑥ 公園内屋外灯改良工事 城址公園内屋外灯改良 23 本 

総構 総構説明板等製作設置業務委託 総構説明板等製作設置 4 基 

 

３ 位置図 
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小田原市生産緑地地区の区域の規模の特例に関する条例について 

１ 背景 

平成29年（2017年）6月に生産緑地法が一部改正され、生産緑地地区を定めること

ができる農地等の面積の下限を、法で一律に定められた「500㎡」から、市町村が条

例により「300㎡以上500㎡未満」の範囲で定めることができることになった。 

 

２ 条例の内容 

条例の基本的な考え方としては、都市計画運用指針に「立地適正化計画の効果的

な運用を図る観点から、居住誘導区域外において将来にわたり、保全することが適

当な農地等を、生産緑地地区に指定することを検討することが望ましい」とされて

いることから、小田原市立地適正化計画（平成31年（2019年）3月策定）において「一

般居住区域※の生産緑地地区については、面積要件の引き下げを検討します」とし

ており、一般居住区域の生産緑地地区の面積要件を300㎡以上とする。 

 ※居住誘導区域に含まれない市街化区域（工業専用地域等を除く。） 

 

３ 区域図（生産緑地地区の面積要件を300㎡以上とする区域） 

 

 

 

Ｎ 

面積要件を 300 ㎡以上とする区域 

居住誘導区域 
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歴史的風致形成建造物耐震等改修事業について 
 

１ 目的 

本市では、平成 30 年（2018 年）３月に「地方再生コンパクトシティのモデル都

市」に選定されたことを受け、本市の貴重な歴史的資源である歴史的風致形成建造

物について、国の総合的かつ集中的な支援のもと、保全・活用を進めている。 

今後、板橋地区に残る皆春荘については、散策のレストスペース（公園的機能）

として、また、南町地区に残る旧松本剛吉別邸については、観光交流を促進する拠

点施設として、令和２年度（2020 年度）末までに一部供用開始することから、来訪

者の安全性や利便性の向上を図るため、耐震等改修基本・実施設計の成果に基づき、

改修工事を行うものである。 

 

２ 物件概要 

【皆春荘】 

（1）所 在 地：板橋字寺脇 852 番１、板橋字上ノ山 812 番 13 

（2）建築時期：明治 41 年（1908 年）頃 

(3) 敷地面積：2,836.60 ㎡  

(4) 延べ面積： 252.82 ㎡（主 屋 木造平屋・桟瓦葺） 

 

【旧松本剛吉別邸】 

(1) 所 在 地：南町二丁目１番 27 号 

(2) 建築時期：大正 12 年（1923 年）頃 

(3) 敷地面積：2,318.93 m2 

(4) 延べ面積の合計： 193.05 m2 

      ア 主屋 木造平屋・桟瓦葺、延べ面積：148.76 m2 

      イ 茶室 木造平屋・桟瓦葺、延べ面積： 44.29 m2 

 

３ 事業概要 

 【皆春荘】 

  主屋の耐震及び劣化箇所等の改修、表門の屋根葺き替え及び腐食部分の修復 

 【旧松本剛吉別邸】 

  主屋、茶室の耐震及び劣化箇所等の改修 

 

４ スケジュール（予定） 

  令和２年度（2020 年度）…耐震等改修工事を実施、板橋散策のレストスペース

（公園的機能）及び観光交流を促進する拠点施設と

して一部供用開始 

  令和３年度（2021 年度）…歴史的建造物利活用計画に基づき、民間活用を促進 
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５ 位置図及び主な改修予定箇所 

 【皆春荘】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な改修予定箇所 

(1) 主屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 表門 

 

 

 

 

 

 

 

  

●屋根葺き替え 

●腐食部分修復 

●建具改修 

（建具の木質化、網戸設置） 

●建具改修 

（網戸設置） 

●トイレ改修 

（洋式化・段差解消） 
その他 

●屋根・雨どい改修 

●床腐食部改修 

●外壁改修 

●電気設備改修 

 

●劣化改修 

（建具・窓ガラス） 

●衛生設備改修 

（流し台・給湯設備） 

●耐震及び劣化改修（建物全体） 

位置図 
皆春荘 

松永記念館 

古稀庵 

共寿亭（旧山月） 

旧内野醤油店 

位置図 
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 【旧松本剛吉別邸】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な改修予定箇所 

（1） 主屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 茶室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

●屋根・雨どい改修 

●網戸設置 

●床腐食部改修 

●電気設備改修 

●渡り廊下撤去 

●建具劣化改修 

●耐震及び劣化改修（建物全体） 

●衛生設備改修 

（流し台・給湯設備） 

） 

●天井改修 

 （張替え） 

●外壁劣化改修 

その他 

●屋根・雨どい改修 

●電気設備改修 

 

●耐震及び劣化改修（建物全体） 

●トイレ改修 

（洋式化） 

●給排水設備の改修 

旧松本剛吉別邸 

西海子小路（市道 0017）  

小田原文学館 

位置図 
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指定道路管理システム整備事業について 

 

１ 事業概要 

  建築基準法における指定道路等の路線（約 7,390 路線）を入力した道路管理シス

テムを整備し、道路種別情報を地図上に表示した「指定道路図」を、インターネッ

ト上で閲覧できるよう地理情報システム（Navi-O）へ搭載する。 

   

 

 

 

２ 効果 

・「指定道路図」のインターネット公開により、来庁せずに（閉庁時も）調査が可能

となるため、建築確認・不動産調査者の利便性が向上し、建築確認審査業務の円

滑化が見込める。 

・建築基準法における道路情報を一元管理することにより、資料による調査や作成

業務等が削減でき、業務の効率を図ることができる。 

・市が建築確認業務開始後 35 年間蓄積した紙面道路調査情報及び県から引き継い

だ 70 年前からの指定道路情報をデータ化することにより、紙資料の劣化・紛失

防止、災害等リスクの軽減ができる。 

 

３ 財源 

  社会資本整備総合交付金（狭あい道路整備等事業） 

交付率 データベースの構築及び指定道路図・調書の作成事業費の１/２ 

 

４ 参考（指定道路管理システム イメージ） 

 
                            （参考：品川区） 

※「指定道路図」のインターネット公開は、国土交通省から迅速で円滑な建築確認審査等

を実施するため求められている事業であり、業界団体等からの要望が多く、県内 13特

定行政庁中、10行政庁で実施されている。 
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市道 0026 横断架空線地中化工事等について 

 

 

１ 目 的 

日本遺産に登録された旧東海道である市道 0026 について、平成 30 年（2018 年）

３月に策定した箱根板橋駅・南町周辺地区の都市再生整備計画（地方再生コンパク

トシティ）に基づき、他の構成事業とともに魅力的で活力あるまちなみの実現に向

け、モデル区間を定め、横断架空線（電力線、通信線等）の地中化等を行うもので

ある。 

 

 

 

２ 工事概要         

  地中管路布設     延長Ⅼ＝70ｍ ２箇所 

横断架空線撤去・入線 延長Ｌ＝70ｍ ９箇所 

  舗装         延長Ⅼ＝20ｍ、幅員Ｗ＝5.5ｍ、面積Ａ＝約 110 ㎡ 

 

 

 

３ 位置図 
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市道 0001 横断架空線地中化工事について 

 

 

１ 目 的 

  市道 0001（駅前・中央通り）の電線類地中化については、起点の駅前広場付近の

横断架空線（信号線）が残っており、ミナカ小田原の開業に併せ、当該箇所の地中

化を行うものである。 

 

 

 

２ 工事概要 

  地中管路布設  延長Ｌ＝13ｍ １箇所 

  ※横断架空線撤去・入線は、交通管理者（神奈川県警察本部）にて施工 

 

 

 

３ 位置図 
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小田原用水改修工事について 

 

 

１ 目 的 

  本市の歴史的財産の一つである小田原用水（板橋第一排水路）について、平成 30

年（2018 年）３月に策定した箱根板橋駅・南町周辺地区の都市再生整備計画（地方

再生コンパクトシティ）に基づき、他の構成事業とともに魅力的で活力あるまちな

みの実現に向け、モデル区間を定め、保全・修景等を行うものである。 

 

 

 

２ 工事概要 

  護岸 延長Ｌ＝35ｍ（両岸） 

  舗装 延長Ｌ＝35ｍ、幅員Ｗ＝約 5.5ｍ、面積Ａ＝約 200 ㎡ 

  転落防止柵 １式 

    

 

 

３ 位置図 
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